
事業概要（プロジェクト目標）

【プロジェクト目標】

リンポポ州ベンベ郡マカド地区9村において、
HIV陽性者が健康を維持していくための
サポート体制が向上するとともに、
HIV陽性者を含む地域住民が
効果的なHIV感染拡大予防活動に
取り組むことができるようになる。

リンポポ州ベンベ郡において、
HIV陽性者及びエイズに影響を受けている人々が心身ともに健康を維持することが
でき、HIV/エイズに対する差別・偏見が軽減され、HIV感染拡大が抑えられる。

【成果目標】

イ．HIV陽性者やエイズの影響を受ける人びとが地域で
適切にケアされるようになる。

ロ．エイズの影響を受ける子どもが地域で適切に
ケアされるようになる。

ハ．在宅介護／子どもケアボランティアによる
予防啓発活動が強化される。

ニ．HIV陽性者自身によるケアの質が向上するとともに
HIV陽性者自身が地域で予防啓発活動を
実施できるようになる。

ホ．家庭菜園によって栄養／生活状況が改善される。

【長期目標（プロジェクト終了後の将来的な目標）】

JVCの役割：研修などのインプット

＜プロジェクト名＞
南アフリカ・リンポポ州におけるHIV/エイズ陽性者および

エイズの影響を受ける子どもの支援



各活動とプロジェクト目標、長期目標の関係

前頁にある本事業の長期目標と本事業期間中に達成したい目標、そのための成果目標の達成のために、
本事業は、以下の５本柱の活動を行っています。①在宅介護ボランティアの育成、②子どもケアボラン
ティアの育成および子どもへの直接的な働きかけを通じたケアの必要な子ども支援、③予防啓発活動（①、
②でボランティアたちが知識・情報を得て広げていく）、④HIV陽性者や子どもの生活や服薬を支えていく
ための家庭菜園研修、⑤HIV陽性者を直接対象とした研修等の支援。

◆背景：なぜこの５本柱で活動をするのか
HIVの感染を予防するのに最も大事なことは検査を受けて自分のステイタス（感染しているか否か）を知る
ことですが、差別をされて死んでいくだけの病であれば、検査を受けるメリットがありません。そうすると知
らないうちに感染が広がっていってしまいます。この状況を受けて、本事業は、短期的には目の前の患者
や子どもをサポートすることと同時に、この悪循環を逆転＝好転させるために活動を行っています。すな
わち、地域でケアをしてくれる人の存在があることがわかり（①、②）、また陽性者が適切に薬を飲み（①、
②）、体調をよくしていくなかで、自ら治療に関する知識を得ることで（③、⑤）自信がつくようになり、「この
経験をもっと同じような悩みを持つ人に伝えていきたい」と、病院へ行って検査を受けることの大切さや、
感染させない／しないことを周囲に伝え始めます（⑤を通じた予防啓発活動）。また同時に地域の人に正
しい情報等を提供していくことで（①、②⇒③）、人々が「自分が感染してもこれだけ元気でいられるし、そ
ばにいる人がいるんだ」とわかることで、検査に行き、感染拡大予防がされていく（図の赤字部分）・・・とい
うことがこれまでエイズ政策で成功してきた国の経験から、そし過去の事業の経験から有効であることが
わかりました。しかし貧しくて食事が取れず、薬が飲めなくて命を落とす人も多くいるなかで、また親をエイ
ズで亡くし、非常に困難な状況に置かれている子どもをサポートしていくために、食べ物を安定的に得て
いくための家庭菜園研修（④）を行なっています。

予防啓発

在宅介護活動支援

HIV陽性者支援

家庭菜園

・適切な治療、ケアを受ける
・情報・知識の獲得
⇒自信を得る ・正しい知識の獲得

・子どもや陽性者を支援
・栄養改善⇒服薬を可能にする
・生活を支える

エイズ死によるインパクト軽減
陽性者が元気になる

差別・スティグマの軽減

感染拡大予防

・子どもの精神的、物理的支援
・感染予防知識の提供
⇒世代を超えた感染の予防

検査を受ける

ARVの服薬

エイズ遺児、特別な
ケアの必要な
子ども支援

・適切なケアを提供
・陽性者の服薬サポート
・子どものサポート


